資料４

食の安全安心に関する府民意識について
平成２３年１月に実施したアンケート（おおさかＱネット）では、「安全安心だと思う」「おおむね安全安心だと思う」と答えた人は５７．８％（昨年４９．１％）で「不安」に感じている府民は３７．１％（昨年４６．９％）であり、昨年に比べ、「安心」の割合が「不安」の割合を大きく超えました。
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· 不安に思う項目
· 原産地や賞味期限等の偽装表示　　①　76.6％　（昨年①　78.4％）

· 輸入食品の安全性　　　　　　　　　　　②　73.1％　（昨年②　75.9％）
（原材料として輸入品を使った場合を含む）
· 添加物の不正使用　　　　　　　　　　　③　64.0％　（昨年③　65.4％）
· 食品が安全安心だと思う理由

· 食に関する情報が多く提供されているから

①　48.8％　（昨年①　47.3％）
· 生産者・販売者など事業者を信頼しているから

②　40.2％　（昨年⑤　35.9％）
※　食品が安全安心だと思わない理由

· 生産者や企業のモラルが低下している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　① 76.2％　（昨年①　80.8％）
· 輸入食品に頼りすぎている

② 76.1％　（昨年②　76.0％）　

